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運動療法・食事療法の
エッセンス
編集幹事：上月正博
さまざまな患者さんが訪れる外来診療において，限られた時間内で
運動・食事について細やかな指導をするのは容易ではありません．
また，理想論や一般論による指導では生活習慣の改善に取り組めな
い患者さんも多いです．本特集では，医師が忙しい外来診療のなか
でも実践でき，患者さんも日常生活に無理なく取り入れられる，運
動療法・食事療法のエッセンスをまとめました．評価や治療の進め
方はもちろんのこと，患者さんをやる気にさせる秘訣も多数紹介し
ており，明日からの診療で実践したくなること請け合いです！
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患者の不安をやわらげる
クリニカルスキル
編集幹事：髙木 暢，大橋博樹

「もしかして重い病気かも」，「もとの生活に戻れるだろうか」など，
診察室を訪れる患者や家族は不安でいっぱい！ 身体症状に対する
つらさや怖さに加えて，精神的にも追い込まれた患者を前にしたと
き，医療者はどのように接するべきでしょうか．
本特集では，病状や治療方針の伝え方，リスクや費用の説明のしか
た，医療者に言いにくいことやマイノリティの方への配慮など，患
者の不安に寄り添い，治療へ前向きに取り組むために必要な医療コ
ミュニケーションのポイントを紹介します．
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関節痛
リウマチ・膠原病診療に強くなる
編集幹事：石丸裕康
関節痛は多様な原因があり，日常生活や仕事に大きな影響を及ぼし，
心理的・社会的要素も関与してくることが多いです．多面的な症状
であるからこそプライマリ・ケア医が本領発揮できる領域ではない
でしょうか．痛みのマネジメントをより患者中心に，より適切に
行っていくためには，プライマリ・ケア医がその役割を少しずつで
も広げていく必要があります．本特集は，そうした問題意識から，
リウマチ・膠原病を中心にプライマリ・ケア医が，関節痛を適切に
マネジメントするための基本的な知識をまとめています．
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2023年  vol.105  no.4
達人に学ぶ
小児の発熱・皮膚疾患
編集：児玉和彦

2023年  vol.105  no.3
ポストコロナの感染症
編集：岡 秀昭

2023年  vol.105  no.2
不明熱のカルテ
編集：佐田竜一

2023年  vol.105  no.1
困ったときの2の手，3の手
今こそ知りたい漢方・鍼灸
編集：樫尾明彦，寺澤佳洋

2022年  vol.104  no.12
自動車運転支援
超高齢社会における医療介入
編集：吉田 伸，渡邉 修，鵜飼万実子

2022年  vol.104  no.11
プライマリ・ケア医が知っておきたい
OTC薬・健康食品のこと
編集：石橋幸滋，坂口眞弓

2022年  vol.104  no.10
シン・アレルギー診療 
プライマリ・ケア領域のアレルギー アップデート
編集：岡田正人

2022年  vol.104  no.9
その健診異常，
精査しなきゃダメですか？
編集：小嶋 一

プライマリ・ケア医におすすめ
臨床と宗教  
死に臨む患者への 
スピリチュアルケア
編著：孫 大輔
A5判 203頁 2023年1版
定価：2,750円
　　　本体2,500円＋税10%

がんばる女性を 
サポートする 
漢方処方プロセス
著：谷川聖明
B5判 228頁 2023年1版
定価：3,960円
　　　本体3,600円＋税10%

とことん極める！ 
腎盂腎炎
編：長野広之，徳田嘉仁
B5判 221頁 2022年1版
定価：4,400円
　　　本体4,000円＋税10%

小児科医・ 
かかりつけ医に 
知ってほしい 
発達障害のこと
監修：坂本昌彦
著：関 正樹
A5判 254頁 2022年1版
定価：3,300円
　　　本体3,000円＋税10%
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